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メコン河下流流域の

鉱産資源③組

鉄合金金属鉱義

1バンコク･エカフェ事務局通信二〉

沢田秀穂

本章において取り扱うものは主として鉄鋼工業に使用さ

れるクロｰムコバルトマンカンモリブデン(水鉛)

ニッケルニオブタンタノレタングステン(ウオノレフ

ラム)およびバナジウムの鉱石でこのうち南東アジア

大陸部で鉱産物として生産をみているものはクロｰム

マンカンモリブデンおよびタングステンのみであり

さらにメコン河下流々域としては少量のマンガン鉱がか

つて稼行されたにすぎ肢い.

ニオブとタンタルとはタイ国南部で錫採掘の副産物と

して少量の生産がある.しかし本域内にはコバルト

ニッケノレあるいはバナジウムの鉱床の知られたものはた

くモリブデン鉱床は知られてはいるが小さく過去

の生産はとるにたらず現在稼行中のものはたい1

Iクロｰム

南東アジアにおけるクロｰム鉄鉱のおもた生産国はフ

ィリピンでこれは蛇紋岩化した撤櫨岩に伴うものであ

る.その他アジアのクロｰム鉄鉱生産国としてはイ

ンドイラン目本パキスタンおよび北ベトナムがあ

る.

メコン河下流々域ではタイに2ヵ所南ベトナムに

1ヵ所の計3力所にしられるのみである.
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クロｰム鉄鉱は2地区にしられ一つは同国南端シ

ャム湾(またはタイ湾ともいう)に面するNa工athiwat県

に他の一つは北部のUttaradit県にある.両者とも

撤橦岩型の岩石中にあり風化によって生じた鉱床であ

る.既知鉱量に関する限り稼行価値はたい(それぞれ

2,000トン程度).

N眺a舳w桃(脆hM㎝g)鉱床は北緯6度1分東

経!01度39分にあり鉱石は蛇紋岩化した撤櫨岩中にあ

って埋蔵量は2,000トンと推定され(文献1五)12個

の標本の平均化学分析値は次のとおりである:

U晦･3砒鉱床は北緯17度52分東経100度34分の

一地区に若干のクロｰム鉄鉱の小鉱兆としてしられ同

地区はUttaradit市東北東60k耐Nan河にそうTah

P1ah郡役所の約5km北々東にあたる.母岩は上部古生

層の砂岩･頁岩中に迷入した蛇紋岩でクロｰム鉄鉱々

床は原地砂礫鉱床としてもしられ所によってはクロｰ

ム鉄鉱の転石は直径50cmに達する.同鉱の局部的化

学組成は分析4例の平均からでは次のごとくである:
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本鉱はNarathiwatのものとともに化学用または冶

金用に適する.

報晋られる所によれば1967年Uttaradit鉱床につい

て小規模の採掘が始り第一四半期に210トンの生産を

みたという.その後の状況は不明である.鉱床の規

模確認の精査はまだ行なわれていない由である.

ベトナム

現在までのところみるべき生産のあったクロｰム鉄

鉱々床はThanhHoa南西20k皿のCoDinhのもの

で露天掘として多年採掘されていたが現在は北ベト

ナムに属し現状については不明である.1963年の生

産高は高品位鉱32,000トンといわれその全量または大

部分が中共およびソ連むけ(または経由で)輸出された.

米国鉱山局の1966年度年鑑によれば毎年約3万トンの

生産をつづけていると考えられている(文献14).

NuiNaSonの蛇紋岩山塊の麓に現世の沖積鉱床中に

クロｰム鉄鉱が存しこれは蛇紋岩化した撤櫨岩の風化

により生じたものである(文献3).同様の撤櫨岩およ

びいわゆる古銅輝岩類は北西の万延々400kmにわたり

DienBienPhu付近におわるFr0皿agetの“cicat工icedu

ThanhHo且"(タンノアの傷痕)とよんだ(文献3)複

雑た破砕帯にそってみられる.歩帯は一部のラオス領

内にある.L･c工0ix(文献9)によればCODinhの鉱

石はクロｰム鉄鉱の細粒より放り直径1/･mmをこえる

もの少なく沖積層の2～5%をしめるという.鉱粒

はわずかに円磨され八面体の結晶を示すことも多い.

クロｰム鉄鉱の平均成分は次のごとくである:
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文献23によればThanhHoaの西方にVa阯Anおよ

びNuLNuaの鉱床があり砂状クロｰム鉄鉱の集積し

た沖積鉱床で酸化クロｰム52%の品位があり鉱量約

2百万トンと称され運搬に便利なため発見後まもなく

1930年採掘開始その後世界的経済恐慌により事業中止

に至ったという.

将来の探査について

以上がメコン河下流々域のクロｰム鉱床の現況である

カミ将来同鉱床の発見如何は既知超塩基性火成岩類地

域の地質図の作成と探査にかかる所多くかかる地域と

その周辺とに広域調査および精査を実施すべきであろう.

地質図作成進捗に伴い超塩基性岩類の現在未だ全くし

られないものも各所に発見されるべくことに北ラオス

北タイ中央ベトナムなどにはその期待が大きい.

カンボジアにあっては現在フランスの手によって

実施中(野外作業は終了)の地質図作成作業のいままで

の結果では超塩基性迷入岩のしられたものたくした

カミって現在のところクロｰム鉄鉱鉱兆も未発見である.

ラオスにおいては上述のごとく｢タンノア弧｣の超

塩基性岩類はベトナムよリラオスのSa㎜Neua県東部

までのびているが本地区については広汎な地質図作成

作業あるいは探査のこれまで行なわれたもの全くたく

したがって将来の可能性大淀るものがある.

地質図作成作業の実施によってラオス北部の他地区

に超塩基性岩類発見のみこみは大でありその一例とし

てはタイの項でのべたタイ北部のUttaraditの蛇紋岩

帯はタイｰラオス国境に向かっているもののラオス側

では全く調査されていない.

ベトナム南部にあっては塩基性(斑縄岩の類)の迷

入岩カミｰ二みられるものの超塩基性避大岩およびク

ロｰム鉄鉱々床はいずれもしられていたい.しかしな

カミらKontum山塊をふくむ広大た変成岩地域中には基性

の含輝石片麻岩類(フランス人のいうPyrOxるnites)の

存在が数多くしられそのうちには火成岩起源のものも

あるべくしたがって地質精図作成あるいは地化学探査

を実施すればクP一ム鉄鉱を含む塩基性一超塩基性変

成岩類を発見の可能性がある.

]Iマンガン

エカフェ地域(イラン以東日本に至る)でのマンガン

鉱のおもた生産国はインドで1968年約170万トンの生

産カミあり埋蔵量は1億6,000万トンという.オｰス

トラリアは近年漸く生産国とたったもので現在年産約

30万トン選鉱設備は1971年には年間70万トン1974年

には100万トン処理のものとなる計画である.インド

ネシアではジャワの埋蔵量3億5,000万トンの一大鉱床

カミ目本の手によって開発されるみこみ.フィリピンの

年産は1967-68年には年間約8万トンマレｰシア韓

国からも少量だがら生産あり中共の埋蔵量は莫大で

現在年間約100万トンの生産があるものと思われている.

メコン河下流々域の唯一の生産国はタイで年により

生産高に変動が幾分あるが今までの最高生産額は1967

年の約8万トィである.カンボジアについては小規模

の鉱光地二三がしられラオスについてはまだ調査き

わめて不十分のためほとんどしられるものがないが�
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表1タイ国のマンガン鉱

の生産

輸出国内消蟄(1956年一i白68年)

年次

1生

■1電池一二舟

��

1簑;

ユ･｡･1

トン価格1

百万バｰツ

産額

冶金用1化学用

/ン誓万バｰ管1/ン誓万バｰ劉

輸出額国力消策量_

節電波用

トンｰ個1“格.トン■価■'■梧

1百万バｰツ!百万バｰツ

』一JU一�『[⊥∪1��������

���山■''⊥■��､⊥∪∪一'1■■1■⊥｣1I■1■1■1����

1960�5280.8���電池用�冶金用�化学用���

����60�一�一�O.ユ�一�一

���㌳������

����117�山�一�O.2�165�0.3

�����������

����402�■�一�O.6�802�1.3

�������㌮㌳㈱�����

����955�1,800�一�2.3�512�O.8

ユ964�3,ユエ35.O�7.7423.5�2000.1������

����1,762�4,973�一�5.O�560�O.9

�������㈹�����〰�〵���

��㈬�〉����〰�����〉㈮�

��������㌮�㌲����〴���

����5,235�59,492�一�35.7�2,712�4.6

1967�9,145a�69,420c�■一������

����5,635�75,79ユ�一�43.7�1,698�2.9

1968�5,855b�35,213d�一一��ζ����

����3,722�40,270�一�24.4�967�1.6

1969�4,226�25,5壇5�115������

ユ970�1,848�10,239�一������

(1-5月)���������

��挽����㈵�����

舟生産額一

{ゴ

資料:1956-1960:MiningDeveIop血entinAsiaandtheFarEast,UNECA冊

1960-1970:ThaiDepartmentofMinera1Resources(1960年は輸出及び生産価格のみ)

1バｰツ=約18円20バｰツ=約1米ドル(沢囲編)

マンガン鉱床発見の可能性は十分あると考えられる.

カンボジアには既知マンガン鉱床か二つある(文献

5).共にカンボジア北中部のPreahVihear県Chhep

付近にある.Chh･pは北緯13度46分東経105度25分

ROviengの北東55kmまたStungTrengの西北酉70

kmに位置し鉱光地はChhepの西6k㎜のものと東北

東7kmのものとがありさらに酉9㎞一にも第三の鉱兆

があるという.いずれも硬マンガン鉱および軟マンガ

ン鉱の厚さ1.8皿におよぶ一層をふくむ合マンガン紅土

よりたる.埋蔵量は前者二鉱兆のいずれにあっても各

6万トン金属マンガンの含有量は11から26%(所によ

り40%におよぶみこみ).

ラオス

マニ■ガン鉱床は王都ノレアンブラバンの南西メコン河

の西岸をしめるSayaboury県から報告された一例のほか

は全くしられていたい.かくの如く既知鉱床の欠如す

るのは全く基礎的鉱物調査探査のかけているためであ

ってタイにみられるものと同様の残留鉱床を期待しうる.

タイ

マンガン鉱は現在北タイ(チェンブイラムブｰン両

県)半島部(ヤラソンクラナラチワット三県)の

両地方から産しこのほか北東タイLoeiの県から1959

年一1964年の間少量の生産があったカミこれは鉱床が

小さくかつ散在していることや運搬に不便たことから

現在は休止している.また南東タイのチャンダブリ

ラコン両県からも時々少量たカミら生産がみられる.バ

ンコク南東のチョンブリ県サタビップ付近のシャム湾沖

のKhoKhram(島)からも若干のマンガン鉱の生産を

みたことがある.このほか中央タイ西部のカンチャナ

ブリ県(映画｢戦場にかける橋｣のモデルとたった鉄橋

がある)の一心鉱床は長年しられているものの稼行にた

えたい.タイのマンガン鉱の生産輸出国内消費に

ついての統計は別表1に示すとおりである.

表中1968年度の生産41,068トンのうち27,728トンは

南部12,440トンは北部900トンか南東部よりのもの

でうち5,885トン(全部北部産)が乾電池用残りは'

冶金用であった･1965年には乾電池用のものの約半畳

冶金用のものの約60%は周本むげに輸出されタイ国内

で消費された乾電池用の大部分は乾電池の製造に用いら

れる(タイには1969年末現在で乾電池メｰカｰは約20社

うち大手は日系のナショナノレタイ値2社がある).

1968年度生産高の約67%をしめる南部がタイ随一の生

産地ではあるがメコン河下流々域からは遠いのでここ

には割愛する.なお1965年現在のタイのマ;■ガン鉱埋

蔵量は91万トン以上うち北タイに90万トン以上がある

とされている.また1971年度のタイのマンガン鉱生産

目標は5万トンである.�
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ラムプｰンチェンマイ両県のマンガン鉱床

本件については文献4に詳しい.

ラムプｰンの南リｰ河渓谷およびラムプｰン･リｰ

･タク公道付近に約10の鉱床がありそのほかチェンマ

イ北酉のMaeTaeng郡に一鉱床がある､

リｰ河谷での鉱床発見は1960年で同谷最初のマンガ

ン鉱山は1961年BanMaeJong鉱床に開かれた.当

初は乾電池用のもののみ生産していたが1963年には員

本へ多量に輸出のため化学用冶金用の鉱石の生産か開

始され同年さらにBanPaPhaiに第二の鉱山が開坑し

た.北タイの既知鉱床は大部分が残留(紅土)鉱床

で中には粘板岩そのほかの榴曲一部変質した水成岩類

中に鉱層･鉱条をだして存するものもある.その下

にある母岩としてはカンチャナブリ統(シルル系一下部

石炭系)の一部変質した水成岩類ラブリ統(上部石炭系

一二畳系)の石灰岩類および花陶岩質迷入岩類カミある.

ThepNi1hi杜のBanMaeJong鉱床採掘は全部露天

掘でおもに人力により鉱石はトラックで近くの選鉱所

にはこばれ洗鉱節分け手選をほどこして市場むけ

品位のものとする.BanMaeJong鉱床の鉱量は53万

9,000トンとされ(文献4)うち82,750トンが上(平均

品位50%MnO｡)166,750トンが中(40%)290,400

トンが下(25%)とたる.この埋蔵量から山元選鉱に

より乾電池用鉱約2万トン化学用約6万トン冶金

川釣40万トンがえられるみこみである.化学用および

冶金用の鉱石の50～75%は近代的な選鉱法を用いれば乾

電池用のものにすることができると考えられる(文献4).

北部タイの他のマンガン鉱床は未稼行であって鉱量

は大であるがおそらく低品位のものと考えられるけれ

どもなかには乾電池用のものに品位をあげうるものも

あると思われる.

11の鉱床全体では推定鉱量は最高品位65%MnO｡に

およぶ鉱石3百万トンとされる(文献4).

L㏄i県のマンガン鉱床

本県のマンガン鉱床は花開閃緑岩の迷入をうけたデ

ボンｰ石炭紀の砂岩･頁岩(粘板岩･千枚岩)･チャｰ

トの累層中に胚胎する.初成マンガン鉱化作用は熱水

性のものと考えられマンガン鉱は角礫状珪岩中にレン

ズまたは爽鑓として存する.稼行可能の鉱石は残留鉱

床のもので含マンガン珪岩層の風化から生じたもので

ある｡主要鉱物は種マンガン鉱および軟マンガン鉱で

そのほかの酸化鉱やまれに菱マンガン鉱を伴う.脈石

鉱物としては石英および粘土類がある.

･1955年一59年の間に小さた残留鉱床が!0以上本県北

東部のメコン河に近く発見されたがいずれも運搬困難

かつ市場から遠い.しかし1959年乾電池用鉱の生産が

露天掘と手選によりHuaiMuang鉱山で開始されこ

れがタイ国におけるマンガン鉱の最初の生産とたった.

ひきつづき数年間市場は拡大されたが埋蔵量の減少

相変らずの高額の運搬費および北ダイラムブｰン県

のもっと高品位の鉱床の発見のため稼行規模はあまり

拡大をみず1964年にはHuaiMuang鉱山は稼行鉱床

をほりつくしたため閉山した.結局全部で1万2千ト

ンの鉱石が稼行され平均品位39%Mnとして金属マ

ンガン4,680トンが生産されたわけである.

新しくしかるべき量の埋蔵量が発見されていたいので

市価のかなりの上昇か運搬費の低減かがたければ本

城のマンガン鉱業の再開はみこみがない.

タイ南東部チャンダブリ県のマンガン鉱床

文献6によれば二次成マンガン酸化物の転石がBan

Ra-0k北東約3k皿の一低丘陵頂部にそい幅約30m長さ

150m以上の地帯をだして存する.鉱石は綴密暗青色

の軟マンガン鉱で伏在する含マンガン頁岩または粘板

岩に由来するもののようである.二次鉱石と基盤岩の

標本とを一つづつとり部分的に分析したがその結果は

鉱石ではマンガン酸化物63,4%鉄酸化物風7%また

基盤岩についてはマンガン酸化物36.3%鉄酸化物3.5

%でマンガンと鉄との営化作用のあったことを示して

いる.分析結果からすれば二次鉱石は十分鉱量カミあ

りさえすれば稼行可能であるからさらに本城の精査を

行なう要があろう.

チョンブリ県KhoKram(島)のマンガン鉱床

本島はバンコク南々東のSattahip(北ベトナム爆撃空

軍の基地の一つといわれる)の酉にありマンガンの小

鉱床多数をみる.近年稼行の結果現在では全鉱量は

おそらく1万トン以下で鉱石は不規則な残留鉱床の鉱

嚢をなしまた砂岩や粘板岩中にせまい小鉱脈をなして

産する.詳細は文献1を参照願いたい.

カンチャナブリ県のマンガン鉱床

文献1に示されたUngLuの鉱床で砂岩中に黒色の

マンガン酸化物の鉱石を産し最高品位46%Mnである.

ベトナム(文献23)

マンガン鉱は北ベトナムの北部と南部とにしられ

南部のYe阯Cu鉱床はマンガンおよび合マンガン鉄鉱床

で1935年9月採掘を開始翌36年には品位Mn40%の鉱

石1,858トン2!%Mn24%Feの鉱石2,617トン計

4,475トンの生産をみた.同じく南部のH缶Tin州�
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チャンティエン鉱床は鉄マンガンの混合鉱よりより

1937年3月開坑1938年までに8,400トンを採掘した.

北ベトナム北部とくにその北東部にはLトNaエnCu-

VanTang･Maなどの鉱床があり!924年には日本の

手によって250トンの生産をみている.

北ベトナムからの戦前の輸出額は1936年4,495トン

1937年3,166トン1938年481トン1939年2,866トンで

戦後の状浜については情報の入手がたい･

皿モリブデン(水鉛)

メコン河下流々域にあってはかなりの数の輝水鉛鉱

の鉱床が報晋られているもののすべて小規模のもので

精査されたものはたく実際上生産をみなかったにひと

しい.

カンボジア

(1)Ka皿由亘県跳亙｡m腕s醜t

プノンペンの北西20長血にあり鉱兆はモンソナイト

ｰ花嵩岩を切る石英脈中に小斑点をなして散在する輝水

鉛鉱からたり少量の黄鉄鉱黄銅鉱および螢石をとも

たう.みられる限りの鉱化状況では稼行可能とは思わ

れたい.

(2)Pre出Vihe趾県趾皿｡m⑪㏄k郡趾m0㎜砒0ng

本鉱兆は鉄マンガン銅金その他の諾鉱物もし

られる地方のROvieng付近にあり一石英脈中にある輝

水鉛鉱の小斑点よりたる.

ラオス

(1)ビエンチャン県巫a㎜Na㎜Thong(亙血a囲8)

当鉱兆にあっては銅鉛亜鉛および砒素の硫化物

に伴って輝水鉛鉱カミみられ鉱石中にはモリブデン約2

%を含むといわれるが量は少ない.BanNa血Thong

鉱化地区の地化学概査を実施すべきであるとされている.

(2)XiengKho蝸n9県腕nN8mLia㎜9

北部中央ラオスのPhuSan山脈北側Muo早gPekの

真北約25kmのBanNamL{a㎎村から南へ1.5km一の点

にモリブデンの鉱兆があり細粒花筒岩中の負閃岩の一

脈中に輝水鉛鉱の痕跡となって存する.ここには黄鉄

鉱を伴う石英脈もあるが鉱兆とその周辺の精査は行た

われていたい.

タイ

(1)タイ南東部チャンダブリ県腕πNamK血巫n

北緯!2度55分東経!02度2分にあり含輝水鉛鉱花

崩岩が厚さ最高!5mにおよぶ粗粒の砂質沖積層におおわ

れていて洪水の場合には水没する.文献1に詳述が

ある.輝水鉛鉱は花賜岩中に散在する黄鉄鉱とともに

みられる.

ベトナム

(1)C血舳迎｡c県下洲｡皿

北緯10度42分東経105度7分に位置しこの地区の

沖積平原上に現われる諾小丘は主として花商≡岩より怒る.

輝水鉛鉱は各所にみられこの花筒岩を切る桃色の半花

騎岩の脈中に黄鉄鉱と石英とを伴って存する.かつて

60%MoS｡の鉱石最高20トンほどの年産がみられたこと

があるという.

(2)Ni1□hT㎜8瓦一県P五亘3酊Ra皿9

錫タングステンを伴う輝水鉛鉱の一鉱兆がPhan

Rangの北西12k㎜にあり雲母片岩類を貫く花開岩中

の石英の小脈中に鉱化部がみられる.マンガン鉄重石

(wO1framite)の痕跡ポあり船もあると報晋られている

(本項は南ベトナムDirectiondesRessourcesNatu･e11es

の記録所にある1930年度の一報告による).

(3)Ni皿hT118n県Km皿gPh3(またSo皿g疋h国ともいう)

本鉱床はDa1atに通ずる道路および鉄道上のPhan

R･ngの北酉35k皿にあリ黒雲母花筒岩中に散在する輝

水鉛鉱として存する.探査鉱区は1939-40年に認可さ

れたが作業は当時の当本占領軍の掌握する所となり

1942-45年の間に約10トンの輝水鉛鉱精鉱の生産をみた.

その後放棄されてこれを顧みるものがない.鉱石の一

分析値は鉛27.4%銅!.4%銀トンあたり1.28k9を

示す.

IV一ニッケル

現在のところメコン河下流々域およびその周辺には

ニッケノレやコバノレトの鉱床はしられていたい.ニッケｰ

ノレについての唯一の報告はベトナムのある合ニッケル撤

櫨岩の存在についてのもので(文献19)9uangNam一

県Hiep-Duc郡の国道!号線14号線をつたぐ道路ぎわ

にみられる.その露出の大きさその他については全く

不明でありさらに調査の要がある.このほかにも塩

基性火成岩の存する諸地区について合ニッケノレ紅土の

発見される可能性がありニッケノレ1.3%痕跡程度のコ

バルトを含む紅土でも今日ではフィリピンたどにみられ

るように稼行の対象として問題となりうる点から注意す

る必要がある.�
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Vニオゴおよびタンタル

コルンバイトやタンタライトは合金属巨晶花開岩のあ

る所にはどこでも痕跡程度たらばあると考えてよい･

したがってマレｰ一タイ錫･タングステン地帯内のたく

さんの巨晶花商岩中に副成分鉱物として存する･

両鉱物を抽出し市販する可能性が真剣に考えられだ

したのはごく近年のことであってタイ国についていえ

ば南の半島部が研究の対象とたってきただけであって

特に現存する錫鉱山尾鉱および沖積層中の濃集と関連

して研究されてきている.

少量のコノレンバイト･タンタライトは今までに若干の

採錫会社の手によって市場にだされたことがありニオ

ブタンタルにとむ鉱津もphuketの錫製錬の際回収さ

れている.さらにマレｰ半島西岸にそい浜砂その他

の砂の産地が数多くみられ特にPhuke←Phan監㎎･地

区に多くヨルンバイト･タンタライトの濃集した部分

もありイットロタンタライトやサマノレスカイトもしら･

れている.これらについてはすでに若干の予備的調査

もあり(文献18)当地方に中央選鉱所を設けて尾鉱や

浜砂などのコノレンバイトタンタライトその他イルメナ

イトモナズ石ジルコンなどの商品とたる鉱物を含む

ものを処理しようということも考えられている.

Thai1andSme1tingandRe五ningCo.は1966年以来

錫製錬の際生ずる錫･ニオブ･タンタル鉱津を回収して

おりその生産と全含有量は次のごとくである:

年次1ボ饒汁岬讐岬.._他生

1"全(邑むノLし.!I=..グｰ_ざ.

…ポL･….ポ舳.…1….･

196713.6853.ぺ125･221･01874･3

19682.2912.2152.3≡26･0!589･2

(文献18一表6)

南部タイの各所からのコノレンバイトタンタライトの

化学分析結果8例からするとニオブとタンタルとの比

は通常約1:1と1:1.3との間である(文献18).

各錫鉱山によるヨルンバイト･タンタライト精鉱の年

間回収量および販売量は不明で現在までのところ販

売量は少なくたとえば1967年第一四半期に米国むけ輸

出約20トンがあったという程度である.タイ南部を除

けばその他の地域の調査は不十分で巨晶花開岩中の

ヨルンバイト･タンタライトのみるべき存在はしられて

いたい.

である.シナにおいては1918年頃から生産が始リ

急速に世界第一のタングステン鉱生産国となり1937年

に至るまで年々全世界生産高の半分以上を産出していた.

しかし現在では同国タングステン鉱業はその能力をはる

かに下廻って生産しているものと思われ米国鉱山局に

よればタングステン(60石WO｡の精鉱)の産額は!966

年に17,000トンと推定されている.

第二の生産国は南北朝鮮で1968年南鮮からタン

グステン粗鉱･精鉱(65-85%WO｡)計3,800トンを産し

北鮮は1966年頃年産精鉱約4,400トンであったという.

ビルマもかつては有力な生産国であったが近年急激

に減産している.しかL南部のMerguiおよびTavoy

中部のMawchiの各地方には大きな鉱量を有する.

タイの生産はタングステン市場の変動に伴いかなり

の上下を示してきたカミ現在のところ安定期に向かって

いる様である(表2).1968年にはタングステン鉱同

精鉱合わせて965トンの生産をみその前の数年に比べ

ればかなりの増産となってはいるがたお1952年度に

比べれぱそのほぼ半ばにすぎない.マレｰシアで

はわずかに少量のタングステン鉱が錫鉱業の副産物と

して生産されているのみである.

地球化学的見地からすればアジア大陸南東部はイン

ドネシア西部から西マレｰシアタイビノレマをとおっ

て南シナに至る一つの錫･タングステン区をたすという

ことができその中にはカンボジアラオスベトナム

各国の一部がふくまれる.もっともこの三国は同区の

縁辺部にあって最も豊かた鉱床地帯からは遠いものが多

い.インドネシアからシナにいたるこの主要鉱化弧状

帯にあっては錫とタングステンは時には共存し時に

は別個にみられるカミいずれの場合も花筒岩の避入に関

係あるペグマタイト質および熱水性の岩脈類中に存する.

花開岩類の特性･時代と金属鉱化作用の各種の型とに

ついては多くの報文カミあるがたお定説をみるにいたら

ない.

カンボジア

タングステンひしられている唯二の地区はCardam0･

皿e山脈の東縁のKnOngAyでここでは錫石にとも

たい痕跡程度でみられる.最近実施されたフランス技

術協力団の精査の結果では当地区のタングステンは量

カミきわめて少たく経済的には意味がたいという.

vIタングステン(ウオルフラム)

アジア東部は世界のタングステン埋蔵量の大部分を包

蔵しそのうち最大のものはシナ広西省とその周辺諸省

ラオス

ラオスにはタングステン鉱物の報ぜられたものは次

にのべるカンモン県のもの以外には全くなくこれはす�
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でにのべた様に全国にわたる組織的調査を全く欠くため

である.同国の特に興味ある地区は最北西部のHOua

Khong県でこの部分は北部タイの錫･タングステン含

有地帯と構造上連続したものでありまたおそらく南シ

ナの諾鉱産地区とも連続しているものと思われる.国

連メコン委員会のもとに精査を実施する様勧告のあっ

た地区であるが現在のところ治安上大部分が野外作業

は不可能となっている.

文献23によればカンモン(Ca蛆㎜㎝)県には現在採掘

されている錫鉱床においてタングステンが錫にともなっ

て存する､錫･タングステン混合鉱中に含まれるWO｡

の年間生産量は戦前の1930～37年の間にあって201トン

から580トンヘと増加し輸出高も125トンから338ト

ンに漸増している.戦後も同地方からの錫鉱の産出･

輸出はつづいているがタングステン鉱についてはラオ

ス中央政府からも報告がたい.

タイ

タイのタングステン主産地は同国西縁にそい南部(半

島部)中西部(Kw･i谷)および北部の三地区がある.

南部にあってはタングステンはごく普通に錫にともた

い錫鉱業の副産物としてのみ生産される.

タイのタングステン鉱床群の最大のものはカンチャ

ナブリ県Xwai河谷の醐｡kにある(詳細は文献1に

あり).

Pi工｡k地区の八つほどの小鉱山はカンチャナブリ県

のビノレマ･タイ国境にそい長さ30量m幅2km一の地帯内

にある.

P三ユ｡kはKwaiNoi河の支流の一つにそい瞼岨な地

域にあっておもな交通路からは遠く運搬にはきわめ

て便利カミわるい.マンガン鉄重石がおもに生産される

が灰重石や錫石の産出も少量在がらある.タングステ

ン錫の鉱石は石英脈や巨晶花開岩脈中に存し副成分

鉱物としては輝水鉛鉱黄銅鉱黄鉄鉱緑柱石特に

電気石がある.

第三のタングステン地区はタイの北酉部にあり現在

のところ生産は最も少ない地区である.この地区では

花開岩に伴う脈中にマンガン鉄重石が数多く存する.

おもたものは北緯17度52分東経97度50分にある晦⑧

L魯醐でM1aeH㎝gson県のlMaeSariangから南西へ

約62k㎜の所である.ここはビノレマとの国境から約20

kmビルマのMawchi鉱山地域から140kmである.

このほかタングステンはチェンマイチェンライタク

の三県からも若干産出している.MaeLamaにおいて

は1948年生産を開始以後断続して生産をつづけている

カミ鉱石はおもに花開岩の中や迷入花庸岩との境の頁

表21タイ国タングステン精鉱の生産と輸出(1935年一1969年)

生

年次

百万

トン1

バｰツ

輸川

｢二一1一･■可r

ハｰツi

�㌵��

�㌶��

�㌷�

�㌸㈳㈧

�㌹㌴�

��㌸㌱

����

1942ユ･526=

ユ943ユ,604-

���〴�

����

����

����

����

����

��

��

�����

19531.62111,414;61■

･･…,…1…ぺ･ぺ

19551･14511･46863

19561,181■982i42｡

････…1･･ぺ･･{

������

11111簑､､ll;血､一本向欄

�����㌶����

ユ9623944.62512.953

1,6､､､｡､72､､1､､1､､

･････････…!･α･…

196551214･1529;14･278

1966520舳45611τ7110

ユ967839舳80913&5362

196896543.8879ド99■418

丘

資料:1935-19491961-1969:ThaiDep肛tm㎝tofMine蝸I

剥��捥�

1960-P1=oductionva1ueandexpor1::一do.一

1952一ユ960:MiningDeve1op㎜entinAsi臥andtheFar

East,UNECAFE(沢閏編)

岩たとの中にある合タングステン石英脈からのものであ

る･所により灰重石が若干あり比較的少量たカミら錫

石もしられている.

タイ北酉部のタングステンの生産は長年にわたりタ

ングステンの市況の変動と鉱山の位置がへんぴで鉱石

の運搬費がきわめて高くなることとに悩まされてきた.�



一42一

表3:メコン河'ド流々

域各国

の鉄含金々属鉱物の生産高(トン)

＼次11

�������

二錘二_覧_._一二､≡

クロｰム鉄鉱(北ベトナム)1?6.60029.5001

マンガン鉱(タイ)1恋し1極少量533i

水鉛鉱(モリブデン)!生

1ングステン鉱(l/)い…i■1二･･1…1

ニオブ･タンタル鉱(タイ)近年

�

19631ユ965■196619671968-1969

■111'一山一川｢1■1'■■凹■11■■一1一■■'ユ…1.111'■'■一』'

二21㍗L3二〇〇〇!二〇〇二洲｡舳｡!

㈹･1･乱…1･α…1･･…;･･…1･乱…

産なし1

一■1■'ド■■'｢■丁…■r'1…一

���㈱��������

､一__1.l1

少量の生産あり■

��

(1一朋)

���

��

注:(1〕クロｰム鉄鉱一北ベトナム:1965年以降は推定

12〕タイのマンガン鉱は大部分冶金用(46～50%Mn)1968年度生産には電池用(75%Mn)5,855トンをふくむ一詳細は表1参照

(3)タイのタングステン鉱はタングステン粗鉱及び精鉱(65%WO畠)

妻4:メコン河'ド流々域鉄合金々属鉱物び慨知主産地名表

�����慮��

�乍���周

BanN…㎜KhunTh

�湎��慮杌

�湎�周潮杌

����楔�

����周
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Th:タイ

L:ラオス

Cam:カンボジア

VN:ベトナム

MN:マンガン鉱

CR:クロｰム鉱

W:タングステン鉱

NB-TA:ニオブ･タンタル鉱

しかしタングステンの市況は安定してきておりまた探

査が現在すすめられているので北部でのタングステン

鉱石の生摩が拡大するみこみは十分あると思われる.

南東タィにあってはまだ精査されていたいタングス

テン鉱床の存する可能性がある1チャンタブリ県の含

錫花簡岩にともなうもので1967年英国海外地質調査所

の実施した地化学予備調査の結果では河川堆積物中に

35のタングステン異常値をみている.同報告(文献6)

の著者によれば:

タングステンの異常値は若干の例では錫の商い価と一

致し大部分KhaoSabap花嵩岩とKhaoK工aet花闇

岩とに限られる.地質図北西隅にみられる花簡岩縁辺

部に隣ってW-Sb-Pb異常値が集中しているのはお

そらく意咲のあるものと思われさらに調査の価値があ

ろう.

べトナム

南ベトナム唯一のタングステン鉱兆地はNinhTuan

県phanRangの北々西約12た皿の地点にあり･ここ

はSOngC･y谷の沖積層からそびえたつ花嵩岩と石英安

山岩とから肢る一小丘があり50万分の1のベトナム地

質図幅では錫･水鉛の鉱物を伴うタングステン(マン

ガン鉄重石?)の鉱兆が示されている.これは水鉛の

項にのべた鉱床で原資料であるDirectiondesMines

記録所蔵の1930年度の一報告によれば雲母片岩類をき

る花鹿岩類中にあり数ヵ所の露頭でマンガン鉄重石を

含む石英小脈であるという.錫および鉛もあるという

が確認されていたい､

北ベトナムではタングステンはノ･ノイ直北!80k血の

NguyenBinh'に近いKhaoSon(PiaOac)鉱山地方で

錫とともに存する.当地方の岩石は主として古生層の

頁岩からたりところによりモンゾナイト質両雲母花陶

岩の避入のため変質している.鉱脈と網状鉱床とは花

闇岩類をも母岩をもきっていて錫石･マンガン鉄重石

のほか閃亜鉛鉱輝水鉛鉱毒砂(硫砒鉄鉱)たど若

干をふくむ･脈石としては緑色の螢石ところによっ

て電気石若干がある･かつて錫または錫･タングステ

ンをとるため稼行されたいくつかの鉱床があるが近年

から現在にいたる生産状況は不明である.文献23によ

れば1933年度の生産額は(WO｡)151トン34年182ト�



一43一

ン35年250トン36年302トン37年390トンさ.らに

文献3によると!939年錫584トンタングステン309

トンとなっている.

V皿布告論

現在のところメコン河下流流'域諸国中マンガン鉱

タングステン鉱の生産のあるのはタイのみでクロｰム

鉄鉱はタイでごく少量時々産出をみるほかは北ベトナ

ムで生産するだけであり水鉛は稼行されていたい.

ヨルンバイト･タンタライトは南タイの錫鉱業の副産物

として少量の生産がある.

このほかには近い将来に開発みこみのある鉄合金々属

鉱の存在のしられたものはたく麗知未知をとわず鉱床

･鉱兆をさらに探査することが必要放場合が多くその

結果たとえばベトナムの水鉛の場合の様に埋蔵量が

新たに追加される可能性があろう.しかし現在しられ

る限りではすでに稼行されている地域以外に近く開発

がなされようとは考えられたい.

タイ北部のマンガンやタングステンの採掘はひきつづ

き拡張のみこみカミあるがこれ以外は将来はいずれの面

からするも組織的な広域にわたる鉱物探査(もちろん

地質図幅の作成をふくむ)を実施するのがまず第一で

とくに未探査地区や探査不十分の地区に新鉱床を発見す

ることに重点をおくべきであろう.

(筆者は元所員現バンコクECAFE事務局)
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